
以
上
の
諸
点
を
も
と
と
し
て
、
今
回
は
、
鴬
堂
に
お
け
る
状
況
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
報
告
し
、
鴬
文

か
ら
み
る
民
間
療
法
の
一
端
を
発
表
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

聖
教
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
中
期
の
特
異
な
思
想
家
安
藤
昌
益
（
一
七
○
三
’
一
七
六

二
）
は
、
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
百
巻
の
う
ち
、
五
十
八
巻
か
ら
百

巻
ま
で
を
、
医
学
論
に
費
し
て
い
た
が
、
そ
の
す
べ
て
は
関
東
大
震

災
に
よ
っ
て
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
医
学
論
を
復
原
す
る
関
連
資
料
と
し
て
は
、
『
進
退
小
録
』

『
自
然
精
道
門
』
『
神
医
天
真
論
』
（
以
上
、
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
十

四
巻
に
収
録
）
、
『
真
斎
證
筆
』
（
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
十
五
巻
に
収

録
）
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も
浩
瀦
な
書
物
で
あ
る
『
真
斎
謁
筆
』

は
、
昌
益
の
臨
床
医
学
の
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

で
は
、
昌
益
の
臨
床
医
学
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
た
び
、
『
真
斎
證
筆
』
と
『
万
病
回
春
』
を
比
較
検
討
し

た
結
果
、
『
万
病
回
春
』
が
昌
益
医
学
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
っ
て

安
藤
昌
益
の
臨
床
医
学
と

『
万
病
回
春
』

和
田
耕
作
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い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
昌
益
医
学
が
『
万
病
回

春
』
の
亜
流
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
昌

益
は
、
『
万
病
回
春
』
を
乗
り
越
え
る
べ
き
「
古
説
」
と
し
て
、
独

自
の
臨
床
医
学
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
『
真
斎
饅
筆
』
の
中
で
、

『
回
春
』
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
一
カ
所
（
『
全
集
』
十
五
巻
、

三
一
六
頁
）
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
古
説
：
…
・
」
と
し
て
何
度

も
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
「
古
説
」
と
は
、
多
く
『
万
病
回
春
』
を
指

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
真
斎
謁
筆
』
と
『
万
病
回
春
』
と
を
比
較
考
究
す
る
こ
と
に
よ

り
、
昌
益
医
学
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

昌
益
医
学
の
構
成
と
『
万
病
回
春
』
の
構
成
と
を
比
較
し
て
み
る

と
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

昌
益
の
「
衆
病
論
巻
」
（
七
十
三
巻
）
は
、
ほ
ぼ
『
万
病
回
春
』
の

巻
二
か
ら
巻
五
の
項
目
に
沿
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

病
名
に
対
す
る
簡
単
な
解
説
と
感
気
（
脈
の
こ
と
）
の
み
を
述
べ
、

具
体
的
病
論
と
処
方
に
つ
い
て
は
、
「
精
道
門
巻
」
（
八
十
一
巻
）
、
「
頭

面
門
巻
」
（
七
十
九
・
八
十
巻
）
、
「
外
風
門
巻
」
（
八
十
二
巻
）
、
「
内
風
門

巻
」
（
八
十
三
巻
）
、
「
外
滋
門
巻
」
（
八
十
四
巻
）
、
「
内
滋
門
巻
」
（
八
十

五
巻
）
、
「
外
熱
門
巻
」
（
八
十
六
巻
）
、
「
内
熱
門
巻
」
（
八
十
七
巻
）
、
「
外

蒸
門
巻
」
（
八
十
八
巻
）
、
「
内
蒸
門
巻
」
（
八
十
九
・
九
十
巻
）
、
「
外
涼

門
巻
」
（
九
十
一
巻
）
、
「
内
涼
門
巻
」
（
九
十
二
巻
）
、
「
外
燥
門
巻
」
（
九

十
三
巻
）
、
「
内
燥
門
巻
」
（
九
十
四
巻
）
、
「
外
寒
門
巻
」
（
九
十
五
巻
）
、

「
内
寒
門
巻
」
（
九
十
六
巻
）
、
「
外
湿
門
巻
」
（
九
十
七
巻
）
、
「
内
湿
門
巻
」

（
九
十
八
巻
）
と
い
う
独
自
の
分
類
構
成
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

昌
益
の
「
婦
人
門
病
論
巻
」
（
七
十
四
・
七
十
五
巻
）
、
「
小
児
門
巻
」

（
七
十
六
’
七
十
八
巻
）
は
、
ほ
ぼ
『
万
病
回
春
』
の
巻
六
（
婦
人

科
）
、
巻
七
（
小
児
科
）
の
記
述
項
目
に
沿
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

昌
益
の
「
外
瘡
門
巻
」
（
九
十
九
巻
）
「
内
瘡
門
巻
」
（
百
巻
）
は
、

『
万
病
回
春
』
の
巻
八
の
内
容
に
対
応
し
て
い
る
。

『
万
病
回
春
』
の
巻
一
に
対
応
す
る
内
容
は
、
『
真
斎
證
筆
』
に
は

み
ら
れ
な
い
。
薬
性
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
多
い
の
で
、
お
そ
ら
く

「
薬
性
紀
巻
」
（
六
十
二
’
六
十
七
巻
）
に
譲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
真
斎
謁
筆
』
の
薬
方
と
『
万
病
回
春
』
の
薬
方
と
を
比
較
し
て

糸
る
と
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

昌
益
の
薬
方
名
は
、
ほ
と
ん
ど
が
薬
効
に
よ
る
命
名
で
、
構
成
薬

物
名
に
よ
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
そ
の
名
は
た
い
へ

ん
独
創
性
に
富
ん
で
い
る
。
『
万
病
回
春
』
の
薬
方
名
も
薬
効
に
よ

る
も
の
が
多
い
が
、
主
薬
と
薬
効
を
合
わ
せ
た
も
の
や
主
薬
の
数
を
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か
か
げ
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
構
成
薬
物
名
に
よ
っ
た
も

の
の
多
い
「
古
方
」
に
比
較
す
れ
ば
、
昌
益
の
薬
方
名
は
「
後
世

方
」
的
で
は
あ
る
が
、
き
わ
め
て
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
。

昌
益
の
薬
方
に
お
け
る
生
薬
の
数
は
、
『
万
病
回
春
』
に
比
べ
て

少
な
い
。
『
万
病
回
春
』
の
生
薬
数
は
十
種
以
上
の
も
の
が
多
い
が
、

昌
益
の
生
薬
数
は
九
種
（
八
味
十
甘
草
）
の
も
の
が
非
常
に
多
い
。

「
八
気
互
性
」
の
「
八
」
と
い
う
数
に
よ
っ
て
生
薬
数
を
制
限
し
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
四
、
五
種
の
生
薬
を
中
心
と
す
る
「
古
方
」
の

薬
方
よ
り
は
多
く
、
「
後
世
方
」
的
薬
方
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
昌

益
は
「
古
説
」
（
『
万
病
回
春
』
）
に
対
し
て
、
独
自
の
薬
方
を
構
築

し
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

昌
益
の
薬
方
の
現
代
的
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
臨
床
家
に

よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

昌
益
の
医
学
論
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
て
お
い
た

（
拙
論
「
安
藤
昌
益
の
医
論
と
『
古
方
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」

『
安
藤
昌
益
研
究
会
会
報
』
第
七
号
、
一
九
八
○
年
十
月
）
が
、
基

本
的
に
は
『
内
経
』
『
本
草
綱
目
』
『
万
病
回
春
」
な
ど
の
「
古
説
」

批
判
に
よ
っ
て
、
真
営
道
医
学
を
形
成
し
、
体
系
的
に
展
開
し
た
も

の
と
い
え
る
。
（
医
学
書
院
）

大
著
『
京
都
の
医
学
史
』
編
集
委
員
会
で
は
、
資
料
と
し
て
吉
益

家
門
人
録
を
捜
し
需
め
て
き
た
が
、
適
当
な
も
の
が
見
当
た
ら
ず
、

載
録
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
先
頃
そ
の
編
集
委
員
の
一
人
、
杉
立

義
一
氏
よ
り
、
も
し
吉
益
家
門
人
録
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
れ

ば
公
表
し
て
欲
し
い
と
、
北
里
東
医
研
の
医
史
文
献
研
究
室
を
通
じ

て
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

『
京
都
の
医
学
史
・
資
料
篇
』
の
中
の
「
医
家
門
人
帳
」
を
担
当

さ
れ
た
杉
立
氏
は
、
伊
良
子
・
山
脇
・
荻
野
・
賀
川
・
小
森
家
な
ど

の
門
人
帳
を
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
益
門
人
帳
に
つ
い
て

の
記
載
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
呉
秀
三
編
『
東
洞
全
集
』
に
も
、
東
洞
の
家
族
や
門
人
の

吉
益
東
洞
・
南
涯
・
北
洲
、
三
代
の

門
人
録

ｌ
「
奥
田
本
」
に
つ
い
て
Ｉ

矢
数
道
明
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